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今年度の活動をふりかえ|つ て
野田市 自治会連合会 会長 五味 良仁

〔上花輪・太子堂地区 :上花輪新町8の 3自治会会長〕

皆様、こんにちは。令和5年もよろしくお願いいたします。

本年度も、新型コロナウイルス感染症の感染状況を注視しながら、安心して参加して

もらえる事業運営を心掛けてまいりました。昨年度から事業を常任理事の皆様で分担し

て実施する取り組みを始めていますが、前向きなご協力をいただき感謝申し上げます。

また、自治会長の皆様におかれましては、こうした取り組みへご理解ご協力をいただき、

重ねてお礼申し上げます。

まず、7月 18日 の「新任自治会長研修」は、担当者、常任理事の皆様、出席した新

任自治会長の皆様、それぞれのご協力をいただいて、感染対策を十分にとつた上で開催
いたしました。2年ぶりの発行となつた「連合会だより」第39号は、初めて自分たち

の手で編集校正を行いましたが、多くの皆様から好評をいただいています。

初めての試みであつた「自治会活動発表会」は、防災をテ

ーマに発表したい自治会を募り、3つの自治会が発表するこ

とになりました。しかし、大勢の出席者が見込まれたため、

やむを得ず、集会形式での発表会は見合わせて、動画配信に

て皆様に広くご覧いただくことになりました。
「理事視察研修」は、実施する方向で担当者が視察場所等

の検討をしていましたが、残念ながら中止とさせていただきました。「自治会長一日研修」

も、例年は100名程の参加者がバスにて移動するため、コロナ対策として民間バスの

借り上げ費用も予算計上していましたが、コロナ感染状況の先行きが見通せず、皆様の

安全を考慮の上、安心して参加してもらうのは困難と判断し、やむなく中止となりまし

た。これら2つの研修は、自治会長が肩の力を抜いてコミュニケーションを図る機会で

もありましたが、コロナに阻まれた感があります。
コロナもようやく下火となつてきました。国の方針も日常を取り戻すことに舵を切つ

ています。自治会活動の根本は人と人とのふれあいです。人と顔を合わせて話し合い、

作業や活動を一緒にする、そこから生まれてくるつながりや絆を大切に育てていきたい

ものです。先の見えない苦難の中でやつと見えてきた “春"を捕まえて、少しずつ活動

を取り戻していきたいと思つています。

今後の連合会への、皆様のご理解ご協力を心よりお願い申し上げます。
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福田地区自治会連合会 会長 市原 康雄
〔常任理事・ニツ塚自治会会長〕

自治会、地区自治会連合会、野田市の各行事や活動がコロすで中止、縮小。そんな中、西三ケ尾
自治会の見守り隊は毎日朝夕学童のお世話を、白電梅郷住宅自治会のウオーキングパト□―ルは独

自に毎週防犯活動を行つている。
地区自治会連合会とともに活動している地区体

育協会は、一年間コロすで活動を中止していたが

今年度は、地区野球大会、グラウンドゴルフ大会
2回、歩け歩け大会と、以前とは一音:変更してで
はあつたが開催することができた。もちろん、各
自治会も、自分たちができる範囲の行事活動は今
も行つている。

福田地区自治会連合会としては、/AN民館にて三密を避けて毎月一回役員会を開き、諸問題の解決
策を検討し、令和4年度は、加盟18自治会の会長、関係役員参加の下、年2回の1/t災活動も行う
ことができた。引き続き、防災活動、ビオトープなどのFo3題解決に向けて奮闘中である。

大人も子どもも和やかに“歩け歩け"

特集
コロナ禍 で会議

や行事を自粛す

る団体が多い中、

奮闘している人々

の紹介です。
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地区連合会

隋釉鰊 再開した運動会・文化祭
上花輪日太子堂地区自治会連合会 常任理事 鈴 木:  勇

: ■‐‐■‐■                 〔太子堂第 1自治会会長〕

当太子堂地区は、従来から運動会及び文化祭を実施して来ました。ところが、3年前は台風のため
突然中止、その後2年間はコロすのため中止せざるを得ませんでした。
今年度の運動会の実施については、実行委員会で検言」した結果、今までより規模を縮小して実施

することになりました。その後、いつも同時開催していた上花輪地区が諸般の事情により実施を見
送ることとなり、再度、実行委員会にて実施の有無を検討した結果、太子堂だけでも実施すべきと
の意見が多<、 実施を決定しました。
10月 9日 (日 )、 晴天の第二中学校で4年ざりの運動会

を開催することができました。8時 30分の開会式の後、競
技開始となり、しばら<ざりの運動会を楽しみました。12
時に閉会式、最後にお楽しみの抽選会を経て、終了となりま
した。参加人数は例年の半分でしたが、参加者の多<はコロ
す禍でも開催できたことを喜んでいました。14ページヘ続くl
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～コロナに まヽす !上花輪ロ

運動会が終わつた翌月、11月 19日 (上)～ 20日 (日 )には、太子堂自治会館にて文1ヒ祭が開催されました。運

動会同様上花輪地区は実施しないとのことで、例年同時開催していたため残含でした。

地区の皆様の習字、絵画、工芸品、俳句などの作品は従来の半分程度でしたが、いつも参加していただいている中央小

学校と第二中学校の生徒さんの作品は、学校の協力もあり今までより多く出品していただき、文化祭を盛り上げてもらい

ました。来場者は以前より少なめでしたが、来年は大勢の応の来場をお待ちしています。

3年間中断されていたため、多少ブランクを感じさせる面もありましたが、運動会及び文化祭は無事終了することがで

きました。運営に当たった関係者の皆様に感謝申し上げます。ただし、他のほとんどの地区で中止している中を実施した

ことについては日念の感はぬぐえません。早く多くの地区で再開できることを願つています。

やってよかったオータムフェスタ

南部第 2自 治会連合会 会長 鈴木  剛

〔常任理事・東大崎自治会会長〕

この3年 lBl、 思いもよらず感染力の強いコロすウイルスの形響で、毎年開催していた「オータムフェスタ」が開催でき

ず、役員を筆頭にモヤモヤやストレスが溜まつていました。「会長、今年こそは何とか開催しましょう」という熱意に押

され、夏ごろから役員で話し合いを進め、毎月開いている定例会で各自治会長に開催したいという役員の意向を伝えまし

た。まだコロナ感染者が多数出ている状況だつたため、もし感染してしまったら役員が犯人?になってしまうというデメ

リットはありましたが、ここは結束力の強い南部第2自治会連含会です。“満場一致"で皆様の171認を受け、その後準備

に奔走しました。

地元企業の皆様のご支援ご協力、会場を

提供していただいた山崎小学校のご協力、

連合会役員及び各担当係の皆様の事前準備

や万全のコロナ対策のおか|ずをもちまして、

10月 30日 (日 )晴天の下、オータム

フェスタは開催されました。

本来は1日開催のところ、競技の縮小で

午前中だけの開催としました。山崎小学校吹奏楽部の子ども達の演奏や、地元で活動している「よさこいソーラン」や「工

イサー踊り」の皆様に出演していただき、全体で約200名の参加でした。市の防災訓練でご多忙のところを鈴木市長に

もご来場いただき、ご挨拶もいただきました。その他市議会議員、島会館館長、山崎小学校校長先生、南部第1自治会

連合会副会長など、大勢の来賓の方長においでいただき、怪我等もなく無事に開催することができました。鈴木市長から

は「コロす禍の中でも皆がls‐lれあえるこういつた場が懸要です」とお言葉をいただき、本当にやって良かったんだなと、

会長として改めて実感できました。

高齢化が進み、役員を決めるのも大変な状況でしたが、班の統合などで負担軽減を図り、
「やれる人が協力してやっていこう」をスローガンに進めてまいりました。しかし、この3年 lBlはコロす禍のため、全員
で顔を合わせる「全体総会」や毎年島会館で開催していた「新年会」もできなくなってしまいました。何とか新年会がで

きないか島会館の館長さんに相談したところ、黙食ならOKとのことでしたが、お通夜じゃあるまいし会員が集まリシー

ンとした中で開催するのならやめようとなりました。そんな中、役員の女性陣から、円安などの形響で生活必需品も値上

げが相次いでいるので、自治会費を何かの形で還元できないか提案があり、それを受けて、多少とも家計の助けになれば

と減塩しょう油3本セットを年末に会員世帯へ配布させていただきました。おせち料理のよいお供だと大好評でした。
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